
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
法
及
び
ス
ポ
ー
ツ
振
興
投
票
の
実
施
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議 

 

平

成

二

十

八

年

四

月

二
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参
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政
府
及
び
関
係
者
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
特
段
の
配
慮
を
す
べ
き
で
あ
る
。  

 一
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
及
び
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
準
備
及
び
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
一
層
の
復
興
と
日
本
の
更
な
る
発
展
の
契
機
と
な
る
よ
う
、
国
を
始
め
と
す
る
関
係
者
間
に
お
け
る
連
携
・
協
働

を
図
り
、
情
報
の
効
果
的
な
活
用
や
開
催
に
向
け
た
国
民
全
体
の
参
加
意
識
の
醸
成
等
を
通
じ
て
、
大
会
を
成
功
に
導
く
よ

う
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
際
、
成
熟
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
次
世
代
へ
の
レ
ガ
シ
ー
の
創
出
に
努
め
る
こ
と
。 

 

二
、
新
国
立
競
技
場
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
平
成
二
十
七
年
に
新
国
立
競
技
場
整
備
計
画
再
検
討
の
た
め
の
関
係
閣
僚
会
議

に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
同
競
技
場
整
備
計
画
及
び
財
源
ス
キ
ー
ム
を
確
実
に
実
行
す
る
た
め
、
国
が
責
任
を
持
っ
て
、
東
京

都
等
と
十
分
な
連
携
を
図
り
つ
つ
着
実
に
進
め
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
際
、
工
費
の
縮
減
に
最
大
限
留
意
す
る
と
と
も
に
、

工
費
の
内
容
及
び
そ
の
財
源
に
つ
い
て
国
民
へ
の
情
報
公
開
・
説
明
を
行
う
こ
と
。
特
に
、
様
々
な
理
由
に
よ
り
工
費
増
の

見
込
み
と
な
る
場
合
に
は
、
そ
の
理
由
・
増
加
額
の
内
訳
等
に
つ
い
て
、
よ
り
一
層
丁
寧
な
国
民
へ
の
情
報
公
開
・
説
明
を

行
う
こ
と
。 

 

三
、
平
成
二
十
七
年
九
月
の
新
国
立
競
技
場
整
備
計
画
経
緯
検
証
委
員
会
の
検
証
報
告
書
に
て
受
け
た
指
摘
を
独
立
行
政
法
人

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
は
真
摯
に
受
け
止
め
、
新
国
立
競
技
場
の
整
備
に
お
い
て
最
大
限
の
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う

努
め
る
と
と
も
に
、
国
民
の
信
頼
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。 

 

四
、
大
会
終
了
後
の
新
国
立
競
技
場
の
運
営
管
理
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
七
年
に
新
国
立
競
技
場
整
備
計
画
再
検
討
の
た
め

の
関
係
閣
僚
会
議
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
同
競
技
場
整
備
計
画
を
踏
ま
え
、
周
辺
地
域
の
整
備
と
調
和
の
と
れ
た
も
の
と
な

る
よ
う
、
そ
の
利
活
用
の
在
り
方
や
収
益
を
上
げ
る
手
法
等
に
関
し
て
、
十
分
な
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
負
の
遺
産
と
な

ら
な
い
よ
う
最
大
限
の
努
力
を
行
う
こ
と
。 



 

五
、
地
方
公
共
団
体
又
は
地
方
公
共
団
体
の
出
資
等
に
係
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
対
す
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
助
成
に
つ
い
て
は
、
住

民
が
主
体
的
に
参
画
す
る
地
域
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
十
分
な
助
成
を
行

う
こ
と
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
助
成
の
財
源
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
の
売
上
の
維
持
・
拡
大
に
努
め
る
こ
と
。 

 

六
、
大
会
の
成
功
に
向
け
た
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
の
重
要
性
に
鑑
み
、
地
方
公
共
団
体
及
び
関
係
団
体
等
と
の
連
携
の
下
、

選
手
及
び
指
導
者
の
育
成
、
地
域
に
お
け
る
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
裾
野
の
拡
大
、
施
設
整
備
等
の
環
境
整
備
を
行
う
こ
と
。

ま
た
、
大
会
を
通
じ
て
真
の
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
。 

 

七
、
大
会
の
準
備
及
び
運
営
の
透
明
性
を
高
め
、
国
民
の
広
範
な
理
解
と
支
持
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
積
極
的
な
情
報
発
信
を
行

う
と
と
も
に
、
大
会
終
了
後
に
お
い
て
は
、
政
府
施
策
の
全
般
に
わ
た
る
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
国
民
に
公
表

す
る
こ
と
。 

 

右
決
議
す
る
。 


